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２０２４(令和６)年度 国際学術研究助成決定一覧 

(公財) 平和中島財団 

１．国際学術共同研究助成（決定３件／応募４５件） 

研 究   課   題 研究代表者（参加者） 助成額(万円) 

モンゴル帝国皇帝陵の特定を目指した考古学・生化学的研究
（人）

白石 典之 

新潟大学 

人文社会科学系 教授 (4) 

５００ 

低侵襲がん治療法の開発のための超音波による液滴内での気
泡発生現象解明に向けた日・独・瑞合同研究（工） 

田川 義之 

東京農工大学 

グローバルイノベーション 

研究院 教授 (4) 

５００ 

ラプラタ水系における人獣共通病原体トキソプラズマの自然
交雑株ゲノム型から紐解く強毒化の軌跡（保）

彦坂 健児 

千葉大学 大学院 

医学研究院 准教授 (11) 

５００ 

２．アジア地域重点学術研究助成（決定２１件／応募９６件） 

研 究   課   題 研究代表者（参加者） 助成額(万円) 

データサイエンスによる中国紙の歴史研究の再考～明清時代
の中国紙文化を中心に～（人） 

柴﨑 幸次 

愛知県立芸術大学 

美術学部 教授 (11) 

１５０ 

タイ王国北部チェンマイの伝統的造形素材「ラーンナー漆
喰」の調査研究―ラーンナー文化に視る漆喰造形に対する美
意識の解明―（人）

河原 圭佑 

沖縄県立芸術大学 

美術工芸学部 准教授 (3) 

１５０ 

高精度測量に基づく初期遊牧国家匈奴以降の囲壁施設のデジ
タル文化遺産化―囲壁施設の変遷から鮮卑・柔然の実態解明
―（人）

正司 哲朗 

奈良大学 

社会学部 教授 (5) 

１５０ 

１６・１７世紀の東アジアにおけるキリスト教宣教をめぐる
比較研究（人） 

滝澤 修身 

長崎純心大学 

人文学部 教授 (3) 

１５０ 

フィリピンにおける国家建設過程としての国家安全保障制度
の漸進的発展（社）

谷口 美代子 

宮崎公立大学 

人文学部 教授 (4) 

１５０ 

植民入植が及ぼす独立後の政治暴力及び対宗主国感情への影
響：満州開拓移民の例（社） 

西條 春信 

広島大学 大学院 

人間社会科学研究科 助教 (2)

１４３．２ 

東アジアにおける社会的卵子凍結に関する日本・台湾・韓国
の比較研究：少子化対策施策、血縁規範、生殖技術に焦点を
当てて（社） 

白井 千晶 

静岡大学 

人文社会科学部 教授 (5) 

１５０ 

東アジアにおけるトランスナショナルな法環境の形成過程
（社） 

松原 健太郎 

東京大学 大学院 

法学政治学研究科 教授 (3) 

１４９ 

インドネシア・スマトラ島のカンパル川流域における氾濫原
保護を通した住民の生計の向上―地域社会との協働を通じて
―（社）

大澤 隆将 

金沢大学 

国際基幹教育院 講師 (11) 

１５０ 
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東南アジアに生息する透明ナマズの進化的起源に関する研究
（理） 

二階堂 雅人 

東京工業大学 

生命理工学院 准教授 (3) 

１５０ 

スピントロニクステラヘルツ光源の開発（工）

福間 康裕 

九州工業大学 

情報工学研究院 教授 (4) 

１５０ 

スリランカにおけるマングローブを用いた気候変動緩和策の
ポテンシャル評価（工）

佐々木 淳 

東京大学 大学院 

新領域創成科学研究科 教授 (5) 

１５０ 

希少動物アジアゾウの保全に向けた農薬影響評価及び薬物代
謝能解明（農） 

中山 翔太 

北海道大学 大学院 

獣医学研究院 准教授 (6) 

１５０ 

ベトナム・メコンデルタにおける粗放的エビ生産の参加型環
境モニタリングのモデル構築（農） 

池口 明子 

横浜国立大学 

教育学部 准教授 (4) 

１４９．５ 

葉緑体全ゲノム配列解読によるアーユルヴェーダ薬用植物の
特徴づけ（農） 

永野 幸生 

佐賀大学 

総合分析実験センター 

准教授 (4) 

１５０ 

新規食品・薬用植物の開発に向けたシダ「カラカイ」の成分
分析、遺伝的多様性、網羅的遺伝子発現解析（農） 

MARIA STEFANIE DWIYANTI 

北海道大学 大学院 

農学研究院 助教 (3) 

１５０ 

ベトナムの臨床検体を用いたデング熱重症化を制御する免疫
機構解析（保） 

髙松 由基 

長崎大学 

熱帯医学研究所 准教授 (5) 

１５０ 

人獣共通寄生虫症先回り対策のためのヒト生活圏に入り込む
霊長目の住血寄生虫カタログ化（保） 

杉 達紀 

北海道大学 

人獣共通感染症国際共同研究所 

助教 (4) 

１５０ 

モンゴルの臨床材料を用いた D 型肝炎ウイルスの肝病態増悪
機序の解明（保）

駒 貴明 

徳島大学 大学院 

医歯薬学研究部 准教授 (5) 

１５０ 

日本の 8020 運動を応用した学校歯科保健活動のインドネシ
ア展開―ナッジを活用したう蝕予防戦略の構築―（保）

竹原 祥子 

新潟大学 大学院 

医歯学総合研究科 准教授 (11) 

１４９．９ 

モンゴル人中高年のフレイル予防をめざした体操実践プログ
ラム～厳冬期に室内で実施できるフレイル予防体操の効果検
証と体操普及方法の検討～（保）

武澤 千尋 

札幌保健医療大学 

保健医療学部 准教授 (8) 

１５０ 


